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新
年
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人  

和
歌
山
県
職
員
退
職
者
会

会
　
長
　
福
本　

俊
次

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
正
月
早
々
に
能
登
半
島
で
大
地
震
が
発
生
し
て
、

住
民
の
方
々
は
大
き
な
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
常
に
準
備
を
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
異
常
な
気
候
で
一
昨
年
も
そ
う
で
し
た
が
、
昨

年
も
ま
た
異
常
な
暑
さ
で
し
た
。
11
月
に
も
25
度
以
上
の
真
夏
日
が
あ
り
、夏
か
ら
い
っ

き
に
冬
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
高
齢
者
は
、
体
調
管
理
に
一
層
努
め
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

世
界
各
地
で
紛
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
２
０
２
２
年

２
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
を
始
め
継
続
し
て
い
ま
す
。
23
年
10
月
の
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
奇
襲
攻
撃
に
端
を
発
し
た
こ
と
に
よ
る
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
激
烈
な
報
復
軍
事
行
動
は
市
民
や
多
く
の
子
供
の
生
命
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
紛
争
の
無
い
世
界
が
訪
れ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

社
会
保
障
制
度
に
関
し
て
は
、
全
国
の
退
職
者
会
の
仲
間
と
と
も
に
制
度
・
政
策
要

求
と
し
て
、
そ
の
充
実
を
求
め
政
府
・
自
治
体
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
か
で
も
、

退
職
者
に
と
っ
て
年
金
は
経
済
的
生
活
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
年
金
制
度
は
現
在
ほ
ぼ
安

定
性
と
信
頼
性
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
雇
用
の
改
善
、
社
会
・
経
済
の
安

定
と
一
体
で
年
金
制
度
の
充
実
と
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
県
内
で
は
、
民
間
の
退

職
者
と
と
も
に
県
知
事
と
和
歌
山
市
長
に
対
し
て
防
災
や
地
域
医
療
、
地
域
公
共
交
通

体
系
の
充
実
整
備
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
要
請
活
動
を
今
年
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
の
退
職
者
会
の
会
員
は
、
男
性
75
％
女
性
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
50
年
以

前
の
職
員
採
用
で
は
、
女
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
運
動
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
会
と
し
ま
し
て
も
、
女
性
会
員
を
増
や
し
、
役
員
に
多
く
の
女
性
に
就
任
し
て
い
た

だ
き
、
活
動
を
活
発
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
約
800
人
の
減
少
で
す
。
職
員
の

定
年
退
職
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
の
減
少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く

退
職
さ
れ
る
方
に
入
会
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
と
し
て
多
く
の
み
な
さ
ん
が
魅
力
を
感
じ
る
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
「
会
の
発

展
」が
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
、
５
月
20
日

（火）
に
開
催
の
予
定
で
す
。
総
会
後
に
懇
親
会
も
開
催
し

ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
元
気
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

画題「丹生都比売神社」 撮影：那賀支部　山中　典朝 氏
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和歌山県知事

　　　　岸  本  周  平

謹んで、一般社団法人和歌山県
職員退職者会の皆様に新春のお慶
びを申し上げます。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

昨年は、パリ 2024 オリンピック・パラリンピック
競技大会が開催され、アスリートの競技に挑む姿が、
日本中に大きな感動を巻き起こしました。また、県内
においては、「紀伊山地の霊場と参詣道」の世界遺産
登録 20 周年を記念して、数多くのイベントが開催さ
れました。

一方で、１月には石川県能登半島で最大震度７の揺
れを観測する大地震が発生し、８月には日向灘を震源
とする地震により南海トラフ地震臨時情報が発表され
ました。このような状況を踏まえ、和歌山県内の防災・
減災対策について、改めて検証を進めているところで
す。

さて、これまで県では、令和５年に発出した「財政
危機警報」を踏まえ、財政の健全性を確保する取組を
行いつつ、性別を問わず、こどもから高齢者まで全て
の人が希望を持って生き生きと暮らせるウェルビーイ
ングな和歌山県の実現に向け取り組んできました。

物価高騰による財政需要の拡大等により、今後も依
然として厳しい財政状況であることが見込まれていま
すが、人口減少の加速や循環型社会に向けた構造転換
への要請など、和歌山を取り巻く環境の大きな変化に
引き続き対応していく必要があります。

このような中、県では、仕事も家庭も大切にしなが
ら無理なく子育てができる環境をつくり、こどもたち
が健やかに成長できる「こどもまんなか社会」を推進
してまいります。また、再生可能エネルギーの導入促
進に取り組むとともに、カーボンクレジットの創出に
向けた取組など、脱炭素と産業を組み合わせることで
脱炭素先進県を目指してまいります。

折しも今年は、「いのち輝く未来社会のデザイン」を
テーマに、2025 大阪・関西万博が開催され、本県は

「和歌山百景」をテーマに出展します。和歌山県も明る
い未来に向かって飛躍を遂げられる希望の年となるよ
う、引き続き全力を尽くしてまいります。

この一年が、皆様にとって幸ある年となりますこと
をお祈り申し上げ、年頭の御挨拶といたします。

あけましておめでとうございます。
退職者会会員の皆様には、健やかに

新春をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。また、平素は県職労の運動に対
し、県職労本部・各支部ともに、格別

の御理解と御協力を賜っており、厚く御礼申し上げます。
昨年も地震・豪雨災害が多く発生した１年でありました

が、同時に、自治体に求められる役割も年々大きくなって
います。一方で人材確保競争が激化しており、官民での人
材の取り合い、自治体間での人材確保競争が続いています。
採用に応募が少ない状況、人員がどんどん辞めていく状況
にあり、人材確保に向けては、賃金改善に加え、長時間労
働の縮減、多様な働き方の推進が必要と考えています。昨
年の賃金闘争では、民間春闘での大幅な賃上げを受け、公
務においても 32 年ぶりに２% を超える賃金引上げとなり
ました。官民ともに大幅な賃上げが実現しましたが、物価
高に追いついていない状況にもあります。

今年の春闘がまもなく開始されますが、継続した賃上げが
求められています。実質賃金が継続的に上昇することで個人
消費を拡大し、賃金と物価の好循環を実現する必要がありま
す。そのため、連合は、ベースアップ３％以上、定期昇給を
含めて５％以上の賃上げを目標に取り組むこととしています。

また、公務職場では、昨年４月より定年引上げ者の勤務が
始まりました。管理職であった方は役職定年となり、短時間
勤務を選択された方は、一旦退職のうえ、退職前再任用短時
間勤務としてスタートしました。引き続き、65 歳まで安心
して働くことができる職場環境の構築を目指して参ります。

今年の夏には参議院選挙が実施されます。自治労組織内参議
院議員「岸まきこ」の再選を目指していますので、退職者会の
皆様にも、是非御支援いただきますようお願いいたします。

県職労は、組合員の賃金・労働条件の向上及び働きがい
のある職場づくりに取り組むとともに、退職者会の皆様と
一緒に、「現・退一致の運動」として年金、医療、介護な
どの社会保障制度や自主福祉活動の充実に向けて、自治労、
連合に結集して取り組んで参ります。引き続き、御指導、
御鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

結びに、今年１年が幸多き年となりますよう、また和歌山
県職員退職者会が益々発展され、併せて会員皆様の御健勝、
御多幸を祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

和歌山県職員労働組合

執行委員長　加  藤  康  夫

目　　次目　　次
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＜通常総会＞

〇　第 46 回通常総会の開催

５月 20 日（火）開催予定です。

詳しくは令和７年４月号の会報〔次号〕で案内し

ます。

多くの皆さんの参加をお願いします。

総会後に開催を予定しています懇親会で、県職時

代の仲間の皆さんと「懐かしい」「楽しい」ひとと

きをお過ごし下さい。

  ＜理事会＞

〇　第 115 回理事会	 ３月 18 日（火）

〇　第 116 回理事会	 ６月下旬

  ＜会報の発行＞

 〇　第 191 号	 １月１日

　確定申告の説明会の案内など

〇　第 192 号	 ４月 10 日

　通常総会の案内など

〇　第 193 号	 ８月１日

　通常総会・支部総会の報告

　会員の近況報告

　パークゴルフ大会の案内	 （10 月初旬予定）

　退職者連合近畿主催　ハイキングの案内など

  	  （10 月 16 日・大阪府予定）

　和歌山退職者連合主催　グランドゴルフ大会の案

　　内など	 （11 月中旬予定）

毎号、会員の方々の「会員さんの声」｢文芸欄」を

設け、会員の皆さんの投稿をお待ちしています。

事務局　電話・ファックス　073 − 428 − 2090

  ＜会員名簿の発行＞

５年に一度新しい会員名簿を発行しています。

本年は、８月に改訂版を発行予定です。

＜確定申告の説明会＞

〇　毎年和歌山税務署にお願いして、確定申告の説

明会を開催しています。

　　今年も次のように開催します。

開催日時　令和７年１月 16 日（木）

　　　　　午後１時 30 分から

場　　所　和歌山市西汀丁 61「書道資料館」

 

 ＜旅行等レクレーション事業＞

〇　パークゴルフ大会

６月に開催する理事会において決定します。

詳細については、会報８月号で詳細を案内します。

〇　囲碁・将棋大会

和歌山退職者連合が主催する囲碁・将棋大会が今

年は下記のとおり開催されます。

開催日　　令和７年２月 18 日（火）

場　所　　和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ）

〇　ハイキング

退職者連合近畿ブロックが主催するハイキング

は、昨年は滋賀県で開催しました。

本年は、下記のとおり開催予定です。

開催日     令和７年 10 月 16 日（木）

場　所     大阪府　大阪城公園

詳細については、会報８月号でお知らせします。

〇　グランドゴルフ大会

和歌山退職者連合では、今年もグランドゴルフ大

会の開催が予定されています。

11 月中旬開催予定

詳細については，会報８月号でお知せします。

＜各支部での事業＞

４・５月に各支部において総会を開催します。

是非支部の支部総会にも参加してください。

また、支部独自でいろいろな事業を計画しています。

これらの事業にも積極的な参加をお願いします。

令和７年　退職者会の１年
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2024 年 11 月 15 日自治退は、県本部代表者会議

を開催しました。会議は人見会長の挨拶の後、2024

年度の経過報告・会計決算報告及び 2025 年度当面

の活動方針・予算案が提案されて、原案どおり可決さ

れました。

大きな活動の柱としての「社会保障の充実・公正な

税制」について次のことを求めて活動します。

１．日本で生活する全てのひとに憲法第 25 条に定

める生存権を保障する

２．社会保障の基盤をなす雇用・賃金改善と子育

ての社会化・次世代育成支援施策を充実する。

2024 年６月の子ども・子育て支援法改正の結果、

その事業に充てる財源の一部として 2026 年か

ら医療保険の保険者が支援金を徴収して事業主体

に納付することとされた。今後、実効性のある施

策とするための主張、それに要する財源確保の在

り方、低所得への配慮等について引き続き主張し

ていく。

３．社会保障の財源を恒常的に国債依存することを

やめ、基幹三税を軸とする適切な税負担と、能力

に応じた社会保険料負担により確保する。

４．社会保障制度の応能負担は保険料算定段階のも

のとし、給付を受ける段階では低所得者に対する

配慮を前提に、自己負担割合に差を設けない制度

とする。負担割合差が残っている間にそれを改定

するときは、当事者が給付の断念に追い込まれな

い負担水準とし、当事者・国会等関係者と充分協

議し合意を得る。

５．生活できる所得を保障する水準で、かつ将来に

わたって安定した年金制度とする。

　2025 年制度改正にむけては現受給者の年金を守

るとともに将来の年金受給世代が貧困に陥らない

年金水準を確保できることを念頭に「短時間労働

者の被用者年金保険加入抜本拡大」「基礎年金保

険料拠出期間延長」「年金積立金の適切な管理運

用」「マクロ経済スライド適用」など、退職者連

合要求の実現をめざして取り組む。

６．医療・介護が切れ目なく連携したサービス提

供体制として地域の実情に合わせた包括的ケア

ネットワークを整備する。

７．必要なとき十分な医療を受けられる公的国民皆

保険制度を維持発展させるとともに、質の高い維

持可能な医療供給体制を整備する。

８．感染症に対応できる公衆衛生システムを整備充

実するとともにそれを担う人材の育成・確保をは

かる。

この８項目のほかにも税制など 14 項目の方針を決

定しました。

全日本自治体退職者会（自治退）
2024 年県本部代表者会議
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 況状支収の金年的公 　 転好りよし通見の前年５

 果結証検な的期長 　 善改りよ回前

 いなきで置放は下低の準水金年礎基
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2024 年 11 月 13 日（水）、和歌山市東公園野球
場において和歌山県退職者連合の主催により  第 16
回グランドゴルフ大会が開催されました。当日は暖か
な小春日和の晴天に恵まれました。昨年は雨天により
２度順延しましたが、今年は打って変わって気持ちの
良い秋晴れに、参加された方々は元気いっぱいプレー
していました。また、今年の参加者は各産別組織より
102 名の方々の参加があり、県職員退職者会からも
６名が参加しました。女性の参加者も 30 数名いらっ
しゃいました。また、参加者の中には、マイボールや
マイクラブを持参される方も多くあり、日頃グランド

毎年近畿持ち回りで開催しておりますハイキン
グが今年は滋賀県で開催され、近畿２府４県から
1,150 名の参加がありました。

退職者会からは、総数 62 名が参加しました。
出発式での開会の挨拶の後、各県の最高齢参加者

の方の表彰があり、和歌山は那賀支部の生熊良三さ
ん（89 歳）に記念品が渡されました。参加者全員
にはお菓子をいただきました。

運動公園からは三井寺や近江神宮が近く、ハイキ
ングをしながら行かれた方も多かったと思います。

ハイキングのあとはバスで近江八幡の「ラコリー
ナ」に立ち寄り、お買い物を楽しみました。

前日までお天気が心配でしたが、風はあるものの
歩くと汗ばむ天気となり、楽しい１日となりました。

ゴルフに慣れ親しんでいるようでした。「いつも週に
２～３回はプレーするよ」と言う方もいるように、多
くの方々は日頃プレーに親しみ腕を磨いているようで
す。それが分かったのは、表彰式の中で、こんなにも
多いのかと思うほど、ホールインワン賞を受賞する
方々がたくさんいらっしゃったからでした。

初めてグランドゴルフを体験しましたが、ルールも
難しくなく、日頃運動に親しまれていない方でも、気
軽に行えるスポーツであると感じました。

これからも機会があれば、運動に親しむ事が大事だ
なと思いました。

和歌山市　東公園野球場
11月 13日（水）

大津市　皇子山総合運動公園
10月 24日（木）

退職者連合第16回グランドゴルフ大会

退職者連合近畿ブロック2024年ハイキング
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今年の和歌山支部ハイキングは奈良明日香村へ行っ
てきました。

11 月７日バスは総勢 40 名の参加者を乗せ、ＪＲ和
歌駅山駅東口を午前８時に出発し

途中高速ＰＡで休憩をとり奈良へと向かった。
飛鳥時代（６世紀末～８世紀初頭）、日本の中心地

であった「飛鳥」。大陸からの仏教伝来とともに新し
い文化や技術が発展し、また天皇を中心とした律令
国家の基礎が築かれた当時の姿は、遺跡をはじめ、わ
が国最大級の石室を持つ「石舞台古墳」、彩色壁画が
発見された「高松塚古墳壁画館」、四神（玄武、白虎、
青龍、朱雀）の壁画が発見された「キトラ古墳」など
を歩きながら散策、また、明日香村の人々の生活跡が
学べる万葉文化館を施設見学しながら自然と歴史を学
び、昼食は、石舞台地区にある「夢市茶屋」で手厚い
もてなしに古代米御膳を頂き満悦いたしました。

今回のハイキングは、現地ガイド（語り部）さんも
ご一緒して頂き説明や案内も頂いたことで、より一層

1970 年代、一世風靡したボウリング！！
コロナ禍で開催を見送りしていましたが、親睦を深

めるべくボウリング大会を９月 12 日総勢 13 名の参
加者で和歌山グランドボウルにて開催。

競技ルールは２ゲームトータル、女性は１ゲーム
20 点（HDCP）で行い、途中におやつでモグモグタ

ハイキング
「飛鳥の自然や史跡・施設に学ぶ」

和歌山支部　西　井　正　敏

ボウリング大会

深めることができました。
皆さん元気で、楽しいハイキングとなりました。

イムをとりながら健康増進、ストレス発散、和気藹々
で行いました。

結果は
　優　勝　　西井正敏　　136　170　/　306
　準優勝　　辻澤　廣　　137　139　/　276
　第三位　　森岡省介　　124　152　/　276
　第四位　　尾花健司　　134　121　/　255
　第五位　　木村雅人　　127　112　/　239

【 万葉文化館前 】

【 石舞台古墳 】

支 部 だ よ り支 部 だ よ り
和 歌 山 支 部
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鎌倉時代の初期、後鳥羽上皇の熊野御幸に随行した歌人・藤原定家の記
し る

した旅日記、「熊野御幸記」
から熊野古道を辿っています。

今回は、印南町から田辺市まで歩みます。定家の記した熊野御幸記の現代語訳を　　　　　　の中に
記入し、その下に解説を交えて記述しましたので、気軽にお読みください。定家はこの区間を徒歩と馬
で進んでいます。ぜひ実際に歩いてみてはいかがですか。

前日は雨でしたが12日は快晴でした。明け方切
き り

部
め

王
お う

子
じ

の御所に参り、後鳥羽上皇のお出まし前に先
駆けて、山を越え切

き り

部
め

中
な か

山
や ま

王
お う

子
じ

に参っています。それから千里浜に出て、磐
い わ

代
し ろ

王
お う

子
じ

（岩代王子）に参り
ました。ここは御休息のための御所であったが、上皇はお入りにはなりませんでした。この王子の拝殿
では、御幸の毎

た び

度
ご と

、大工が拝殿の羽目板を剥がして鉋
かんな

を掻
か

け、御幸一行の名前や人数を書いて、元のよ
うに板を打ち付ける慣わしがあったようである。

海 草 支 部

熊野御幸記（国宝・三井記念美術館所蔵）
建仁元年（１２０１年）十月十二日定家直筆の日記です

広々とした海に面した岩代王子跡

「熊
く ま

野
の

御
ご

幸
こ う

記
き

」から熊野古道 紀伊路を辿
た ど

る④
◆切

き り

目
め

王
お う

子
じ

（印南町）〜出
で

立
た ち

王
お う

子
じ

（田辺市） 海草支部　向　井　元　治

十二日　　天
て ん

晴
は る

遅
ち

明
め い

にして御所に参る、出
しゅつ

御
ぎ ょ

以前に先陣して又山を越え、切
き り

部
め

中
な か

山
や ま

王
お う

子
じ

に参る。次に浜に出て
磐
い わ

代
し ろ

王
お う

子
じ

に参る。この所、御
ご

小
しょう

養
よ う

の御所となすも、入御無し。この拝殿の板に毎度御幸の人数
を注

ちゅう

せらる＜先例と云々＞。右中弁番
ば ん

匠
じょう

を召し、板を放ちて鉋
かんな

を掻
か

く。人数を書きて元の如く打
ちけしむ。
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定家の時代では岩代王子から浜づた
いに進み千里王子に参ったようです。
現在では国道42号線近くまで進んだ

後に千里浜に出ています。海のない京の都からやってきた御幸の人びとは、きらきらと光る海と白い砂
浜の景観にさぞかし感激したと思われます。

千里王子の片隅に、花山法皇の枕石と歌碑があります。定家の熊野詣の約二百年前の出来事ですが、
昨年の大河ドラマ「光る君」の場面にもありましたが、藤原道長の父・兼家が、娘
（詮

あ き

子
こ

）の子（後の一条天皇）を天皇にするため謀略を図り、僅
わ ず

か一年十ヶ月で花山
天皇が天皇の座を追われる事件がありました。その６年後、花山法皇となって熊野
詣を行い、この千里浜で病に臥

ふ

し、傍らの石を枕にして休んで詠まれた歌と伝えら
れています。＜旅の空 夜

よ

半
は

の煙と のぼりなば 海
あ

人
ま

の藻
も

塩
し お

火
び

焚
た

くかとや見む＞
（もし自分が旅の途中この千里の浜で果て、そのまま夜の火葬の煙となって暁の空

に立ちのぼったとしても、人々は漁夫が藻塩火を焚いているのかと見ることだろう）

定家は三
み

鍋
な べ

王
お う

子
じ

の昼
ひ る

養
や し

所
な い

で昼食を摂ると、うとうととしてしまいした。はっと目を覚まして御所に行
くと、上皇の姿はありませんでした。定家は慌てて一行の後を追い、上皇が芳

は や

養王
お う

子
じ

にお参りしている
隙
す き

に、要領よく先を越して次の出立王子にお参りしています。
出

で

立
た ち

王
お う

子
じ

のある浜で上皇は塩垢離を行い、御所では禊
みそぎ

ぎがあるという。定家は先駆けて、田辺の上皇
の御宿所を見て自分の宿所に入った。昨夜の狭い切部の宿所とは大違いで、とても広いところでした。

昨夜は、寒い風が枕元に吹き込んできて、定家は咳が急にでて非常に気分が悪い状態でした。今宵の
宿所は広くて良く眠れると思ったのもつかの間、夕方から風が出て、隙間だらけの板戸を荒々しくたた
きつけ寒風が吹き込んできた。そのような中、明日から、熊野の山々に分け入っていく旅の安全を願っ
て最後の塩垢離を、と先

せ ん

達
だ ち

からの厳命があり、風邪引きの定家も強引に海水を浴びせられました。
明日から、いよいよ険しい道のりの中辺

路に向かうというのに、体調くずした定家
のこの先が思いやられます。

熊野古道は、さまざまな時代、多くの
人々が、それぞれの思いを抱いて辿

た ど

った道
でもあります。

熊野御幸記を読む限り、次から次へと定
家は王子を先周りし、歯を食いしばり、苦渋
きわまる顔で奔走する姿が想像できます。

これまで、４回にわたって熊野古道紀伊
路について御幸記を基に辿って来ました
が、「紀伊山地の霊場と参詣道」世界遺産
登録20周年を記念に皆様も歩いてみては
いかがですか。それではご機嫌よう！ 熊野御幸日程概要（有田市：くまの古道歴史民俗資料館展示）

花山法皇の
枕石と歌碑

去る夜、寒風枕に吹き、咳
が い

病
びょう

たちまち発
お こ

り、心神甚
はなは

だ悩む。
この宿所またもって荒々しい。また塩垢離。　　・・・・・・・・・・

次に三
み

鍋
なべ

王
おう

子
じ

に参る。これより昼
ひ る

養
や し

所
な い

に入り、食べ終わって御所に参るまで
の間に、御幸はすでに出御していた。　　　・・・・・・・・・・

次いでハ
は や

ヤ王
おう

子
じ

（芳
は や

養王
おう

子
じ

）に参る。御幸入御の間、先陣し、出
で

立
たち

王
おう

子
じ

に参る。
＜この浜において御塩

し お

垢
ご

離
り

、御所御
ご

禊
け い

ありと云々＞
また先陣し、田辺の御所を見て、私の宿所に入る・・・・・・・・・・
御所は美麗、河に臨み、深淵あり＜田辺河と云々＞

これより又先陣し、千里浜＜此
こ の

所
ところ

一町ばかり＞を過ぎ
て、千里王子に参る。
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有田川町にある藤竝神社（ふじなみじんじゃ）とそ
の秋の例大祭について、ご紹介したいと思います。

藤竝神社は学問の神様である菅原道真公と水の神様
である泣沢女（なきさわめ）をお祭りする神社で、古
くから地元の氏神様として広く崇敬されています。

宮司さんのお話では、藤竝神社が御鎮座しておりま
す有田地域の獅子舞は「三面」といって獅子・オニ・
ワニの三つのお面で構成されており、オニ・ワニが獅
子と戦いやっつけるという舞もあり、他の地域ではあ
まり類を見ない演目で全国的にも珍しい獅子舞となっ
ております（※中にはおかめさんも加わる地域もござ
います）。当社の三面は毎年５月頃、藤竝神社の氏子

区域の 13 字の各区長様にお集まりいただき、その年
の秋の例大祭三面奉納地区を抽選で決める慣わしと
なっております。保存会ではなくあくまでも抽選にこ
だわるのは、年齢問わず老若男女が一堂に会し稽古を
し、お祭り当日に舞を奉納する数少ない機会が藤竝神

今年度２回目のゴルフコンペを 10 月 25 日（金）
に行いました。場所は「いなみカントリークラブ　フジ」
で参加者は 21 名です。体調を崩された方や急な用事
があったりとやや少ない参加者となりました。

10 月の後半になり朝夕は少し涼しくなり、 当日は曇
りがちと絶好の 「 ゴルフ日和」となりました。

今回も最高齢（88 歳）の東保治さんは、シニアゴ
ルファーの夢である「エージシュート」をスコア 84
で達成されました。何回目かの達成とのことです。お
見事！！。80 歳代数名をはじめ皆さん「元気」で「楽

藤竝神社（有田川町）と秋の例大祭
有田支部　佐々木　利　純

ゴルフコンペ開催

社秋季例大祭（三面神楽奉
納）であり、地域の結束力
を高め、神社と地域の繋が
りをより強固なものにし、
さらなる氏子地域の発展・
繁栄・平和を次世代へと継
承していく為であります。

また１トンを超える神輿
を 50 人以上の大人で担ぐ

「大人御神輿渡御」も見応えがございますし、氏子地
域にございます藤並小学校を中心とした地元の小学６
年生の皆さんによる「子供御神輿渡御」では、子供さ
んたちの弾ける笑顔に地域住民の皆様が「力」を「勇気」
を「元気」をいただいておりますのが秋の「藤竝まつり」
とのことでございます。

このように毎年 10 月９日に開催している秋の例大
祭には多くの方にご参加、ご参拝いただいております。

最近はインスタグラムでも情報を発信しており、特
に受験シーズンには多くの方にご参拝いただいておりま
す。機会があれば是非ご参拝いただきたいと思います。

藤竝神社　
所在地　有田郡有田川町天満
御祭神　菅原道真朝臣
　　　　水主神（泣沢女神）

しく」をモットーにプレーしています。
※「エージシュートとは、ゴルフ１ラウンドにおい

てプレーヤー自身の年齢と同じ、 もしくは年齢以下の
スコアで 18 ホールを回ることです。」

成績は以下のとおりです。 （ペリア方式）
順　位　　　氏　名　　グロス　  ネット
優　勝   　渡口　一孝　　93     　66.6
２　位   　田端　秋雄　　82     　67.6
３　位   　福田　晃久　　87     　67.8
４　位   　東　　保治　　84     　69.6
５　位   　吉田　　太　　89     　69.8
ベストグロス＝ 82  ・田端　秋雄

有 田 支 部

西 牟 婁 支 部
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熊野古道が世界遺産登録されて今年が20年の節目の年であ
り、和歌山県、奈良県、三重県の関係地域で様々な記念イベン
トが実施されています。また、テレビなどの報道、新聞紙上へ
の有識者の投稿や関係者の談話など数多く掲載されるなか、機
会を得ましたので、我が町、上富田町に残されている、あまり
知られていない熊野参詣時の習わしの一つを紹介します。

上富田町内には３つの王子社（八上王子、稲葉根王子、市瀬
王子）があり、そのうち八上王子と稲葉根王子が2016年10月
に世界遺産に追加登録されました。本登録から12年遅れと云
うこともり、訪れる人も少なく閑散としておりましたが、昨年
４月に「水垢離場」が新しく再整備されてからは少しずつ訪れ
る人が見られるようになっています。

「水垢離場」は、稲葉根王子の前を流れる石田川（現富田川）の旧国
道311号側に設置されています。以前、和歌山県で開催された熊野体験
博の折にも護岸整備と同時に「水垢離場」が設置されましたが、その後
の度重なる大雨による被害をうけ、今は跡形もなく石碑のみが残されて
おります。今回、新しく整備された「水垢離場」は、川の中ではなく河川
敷に設置されました。対岸の市ノ瀬の地名に因んで、蛇行した川を模し
た流れ（水深20ｃｍ）を作り、誰でも季節を問わずに利用できる（腰掛
も整備）体験型の施設となっています。

熊野参詣の際に稲葉根王子で水垢離が行われたのには、石田川が「熊
野の神水」と呼ばれたことが理由の１つとして挙げられます。稲葉根王
子から市瀬王子、鮎川王子、と辿って滝尻王子があります。滝尻王子は
支流（石船川）との合流点にあり上流域の本流を「薬師の水」、支流を
「観音の水」と呼ばれていました。その二つの水流が合わさって「熊野の神水」として稲葉根王子社前に流れ込
んでいました。稲葉根王子での水垢離は、「心身の罪穢れを除き身を清める」といわれておりました。平家物語
の中に、「此河の流れを一度渡る者は、悪業煩悩無私の罪障消ゆる」と記されており、悪業煩悩の垢を払いたい
熊野参詣者がこぞって石田川を徒歩で渡り水垢離を行ったと云われています。

熊野参詣者によって詠まれた歌には、石田川にまつわるものが数多く残されており、今年の大河ドラマ「光る君
へ」に登場した花山天皇（第65代）は出家後、熊野に参詣し「いわた川渡る心の深ければ神もあわれと思わざら
めや」という歌を稲葉根王子で詠んでいます。また、平家一門の滅亡の際、熊野に落ち延びたと云われる平維盛が
詠んだ「いわた川誓いの船に棹さして沈むわが身も浮かびたるかな」という歌からも、古くから石田川が「聖なる
川」であったことを物語っています。都からはるばる幾度の山坂を越え川を渡る苦難の道を辿って中辺路にはい
り、熊野の神々にふれられる稲葉根王子での水垢離は参詣者にとって歓喜の極みだったのではないでしょうか。

弘安４年（1281年）、亀山上皇（第90代）が熊野参詣した
のが最後に、訳400年間続けられた天皇（上皇）の熊野参詣
は途絶えました。そして、参詣者が朝廷の重臣や幕府、やがて
庶民へと移り替わるなかで水垢離の習わしも忘れ去られてしま
いました。時代と共に、新しい道が整備され立派な橋が架けら
れ、川を渡ることが無くなったこともその理由として考えられ
ます。

今回整備されました「水垢離場」において、一人でも多くの
皆さんに水垢離体験を行っていただき、熊野参詣の歴史の中に
伝わる習わしを後世に伝えつないでいくことを願っています。

口熊野かみとんだガイドの会 裏　地　好　晴

世界遺産登録20周年に寄せて世界遺産登録20周年に寄せて
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86 歳の生涯を和歌山で暮らした紀州藩士の妻・川合
小梅が、約 70 年間書き綴ったと言われている『小梅日
記』をできるだけ多くの方々に知ってもらい和歌山市の
活性化に繋げようと、今から 18 年前の平成 19 年に会
員 40 名で「小梅日記を楽しむ会」を立ち上げました。

これまでに
①　和歌山城の天守閣での１ヶ月間の「川合小梅展」の開催。

②　数十回に及ぶ「講習会」の開催。
③　「小梅日記ゆかりの地マップ」を１万枚作成し、「ゆ

かりの地ウォーク」の実施。
④　絵本『小梅さんの日記』を約 5,000 冊発刊し、

和歌山市内の小・中・高校に無償配布すると共に販売。
⑤　会員による『小梅日記』の研究・解説本である『小

梅のワンダフルワールド』の発刊。
⑥　会員による「ミュージカルＫＯＵＭＥ」の上演。

などに取り組んで来ました。
一昨年の 11 月には、会員であったアメリカ・デュー

＝ 絆は、流した汗に比例する。＝
1999年、熊野を舞台に「南紀熊野体験博」が開催された。ジャパンエキスポとしては前例のない自然が会場

の体験博はスタッフに対してもすべてが初めての体験であり、考え方、構成、演出などこれまでにない発想と行
動が求められた。試行錯誤の博覧会であったが、何とかやりおおせることが出来、マスコミなど関係者の評価は
高いものがあった。

博覧会終了後もメイン会場となった熊野古道と熊野三山は世界遺産に登録され、又博覧会のメインテーマ「癒
し」がその年の日本流行語大賞として表彰の栄に浴した。

博覧会効果を一過性にしない！今も熊
野古道には外国の方の旅行客が多くみら
れ、沿道には宿泊施設も急増していると
報道されている。

９月28日、当時のスタッフの約半数
の36名の顔ぶれが田辺に集った。冒頭
この間他界された５名を偲び黙祷をささ
げた後、思い出と達成感を酒の肴に大い
に盛り上がった一時を過ごした。

25年を一区切りに「なんくま会」の
集いをひとまず中締めとすることを全員
で確認し、今後は機会があれば皆さんに
お声がけをし、「出来る方はまた会いま
しょう」と約して宴会を終えた。

後　記
体験博閉幕に伴い、博覧会成功に向けて汗にまみれて取り組んだスタッフ全員（市町村からの出向者含め）で

構成する「なんくま会」を発足させ、定期的に親睦会を開くこととなった。当会の解散は、スタッフの最年少で
ある古味山（現地域振興課副課長）が定年を向かえた時と定めていたが、それを待っていたら事務局長などが白
寿を迎えることとなるため、開会25周年という節目で集いを開催し、中締めとすることになった。

元南紀熊野体験博実行委員会実行委員会事務局長 垣　平　髙　男

会員さんの声会員さんの声
『小梅日記』が世界へ

和歌山支部　辻　　　　　健

“南紀熊野体験博25周年の集い“南紀熊野体験博25周年の集い””田辺市にて開催田辺市にて開催
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○年金所得者の申告手続不要制度
公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下

で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額
が20万円以下である場合には、所得税及び復興特
別所得税の確定申告をする必要はありません。

（注）  １　税金の還付を受けるためには、確定申告
書を提出する必要があります。

　　　　２　公的年金以外の所得があり、その所得金
額が20万円以下で確定申告が必要のない場
合であっても、住民税の申告が必要な場合が
あります。

○税務相談はこちらへ
確定申告に関する疑問は人工知

能を活用したシステムによる税務
職員ふたばにご相談ください。ま
た、電話によるご相談は専用ダイ
ヤル0570−00−5901をご利用
ください。

○申告は、自宅からスマホやパソコンで！
　　スマホやパソコンから国税庁

ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」にアクセスすれば画
面の案内に従って金額等を入力す
るだけで申告書が作成・送信でき
ます。

○令和６年分確定申告の受付と納税
所得税及び復興特別所得税は、令和７年２月17

日（月）から３月17日（月）です。
贈与税は、令和７年２月３日（月）から３月17

日（月）です。

和歌山署で相談する場合、
令和７年１月６日（月）～２月４日（火）の期間は、

「事前予約」の方のみが対象となります。
来署の際には、
・スマートフォン
・マイナンバーカード
・マイナンバーカードの２種類の暗証番号
①署名用電子証明書暗証番号（英数字６～ 16 文

字以下） 
②利用者証明用電子証明書暗証番号（数字４桁）

をご持参ください。

和歌山県職員退職者会では、毎年、和歌山税務署の
ご協力を頂きｅーTAX（国税電子申告・納税システム）
および申告書記載要領等の説明会を開催しています。

本年も、下記により開催しますので是非ご出席下さい。
なお、参加希望の方は、資料等の準備もございます

ので、予め事務局へご連絡下さい。

①日　時　令和７年１月16日（木）
　　　　　　午後１時30分から
②場　所　和歌山県書道資料館２階会議室
　　　　　　和歌山市西汀丁61
　　　　　　TEL073−433−7272
③講　師　和歌山税務署職員

ク大学のサイモン・パートナー教授が、著書『小梅の
世界～明治維新前後の武家出身女性の暮らしと仕事
～』を発刊してくれました。

本の表紙の絵は、和歌山市立博物館が所蔵している
川合小梅が書いた「観梅円窓美人図」です。

またこの本の冒頭には、私達「小梅日記を楽しむ会」
の会員が、本の作成に協力したことが詳しく紹介され
ています。

さらに、この本の出版を記念して「小梅日記を楽し
む会」の主催で、昨年の７月 14 日にパートナー教授

を招いて講演会を開催しま
した。

パートナー教授の話では、
既にアジアから翻訳の打診
があるようです。

いよいよ、『小梅日記』の
世界デビューであり、今後の
展開が楽しみです。

ふたばへのご相談は
こちら！

申告書の作成は
こちらから！

確定申告・“e-TAX”説明会の確定申告・“e-TAX”説明会の
開催について開催について （退職者会主催）

確 定 申 告 を 忘 れ ず に !確 定 申 告 を 忘 れ ず に !

税務署からのおしらせ
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氏　　　名 生年月日 支　部

浅　里　恒　夫 T14.6.15 和歌山

丸　山　　　隆 T14.9.28 〃

次の方がめでたく 99 歳の白寿をお迎えになりました。	
益々お元気でお過ごしなされますようお祈り申し上げます。

次の方々が、ご逝去されました。謹んでご冥福をお祈
り申しあげます。（敬称省略）  （R6.8.6 ～ R6.11.10）

会員のご逝去

氏　　　名 逝去年月日 年齢 支　部
髙 　 義 一 R6.6.9 91 和歌山
島　本　淺　夫 R6.8.2 105 〃
岡　本　賢　司 R6.7.22 73 〃
井　田　　　茂 R5.10.6 92 〃
植　田　恒　藏 R6.8.21 94 〃
竹　本　孝　司 R6.8.27 76 〃
庵　野　　　勝 R6.9.24 92 〃
川　田　禎　彦 R6.7.9 93 〃
岩　井　禧　二 R6.9.20 87 〃
松　本　和　男 R6.5.5 94 県外
畑　中　キヨヱ R6.8.16 100 那賀
髙　松　良　文 R6.10.28 76 〃
薮　上　育　男 R6.11.9 75 〃
辻　本　　　肇 R6.5.12 90 伊都
伏　原　淳　良 R6.8.30 87 〃
南　　　美智代 R6.6.20 89 有田
﨑　山　勝　也 R6.8.21 79 〃
松　本　　　晋 R6.8.25 80 日　高
瀬　戸　美津子 R6.8.17 92 西牟婁
中　地　浪　子 R6.10.4 93 東牟婁

白寿

白寿おめでとうございます！

個人情報保護のため、
掲載していません。

個人情報保護のため、
掲載していません。
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確定申告や年末調整の際に添付すれば控除の対象と
なる保険料の控除証明書が 10 月中旬から末頃に契約
者のお手元に届いています。

でも年末調整は１２月頃、確定申告は翌年の２月～
３月のため、申告の時期になって「証明書がない・・。
どうしよう・・。」という方がいらっしゃいます。

原則として、控除証明書の再発行はできませんので、
保管にはご注意下さい。
〈13 頁に説明会開催の案内を記載しています。〉

和歌山退職者連合で毎年開催している「囲碁・将棋
大会」を令和７年２月 18 日（火）に開催します。

大会は、囲碁・将棋ともにＡクラス＝２段以上、Ｂ
クラス＝初段以下にわかれて対局します。

参加者は、和歌山退職者連合に加盟している会員さ
んで、民間企業で働いていた方々も参加します。

囲碁・将棋を趣味にされている方は、是非ともご参
加下さい。

和歌山県退職者連合で毎年開催している「道普請道普請
ウォーキングウォーキング」を令和７年３月 11 日（火）に開催致
します。

和歌山駅出発・帰着で往復観光バスを利用します。
ウォーキングは約２時間を予定しております。
荒天の場合は中止となりますが、小雨決行です。

開 催 日：令和７年２月 18 日（火）
開催場所：和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ）
　　　　　和歌山市北出島１丁目５－ 47

会報へのご投稿お待ちしています！
身近な出来事やボランティア活動などお気軽にご投

稿下さい。
会報に関するご意見、ご感想もお待ちしています。
投稿文は、原稿用紙２枚程度、詩歌等

は３句以内でお願いします。
写真等もお気軽にお送り下さい。

★次号（４月号）の原稿は、
２月21日（金）までに
ご投稿をお願いします。

＜退職者会での取扱商品＞
 ・こくみん共済 coop（全労済）
　　住まいる共済　自然災害共済（地震保険料控除）
 ・アメリカンファミリー生命
　　がん保険、医療保険（生命保険料控除）

令和６年８月１日発行　第 190 号会報
文芸欄

27 頁　東牟婁支部　汐﨑　光さん　川柳

　（誤）　真夜中に只者気使うペンライト
　（正）　真夜中に忠者気使うペンライト
　
27 頁　伊都支部　堀江和夫さん　川柳

　（誤）　大声で妻に怒鳴って預けている
　（正）　大声で妻に怒鳴って負けている

開 催 日：令和７年３月 11 日（火）
集合場所：和歌山東東口　７時 30 分出発
実施場所：熊野本宮大社近隣の熊野古道

「道普請ウォーキング」を開催「道普請ウォーキング」を開催

事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い

～紛失にご注意下さい～
確定申告・年末調整に必要な

控除証明書の保管に努めましょう！！

訂正してお詫び申しあげます

参加者を募集！
「第 26 回囲碁・「第 26 回囲碁・

将棋大会」を開催  将棋大会」を開催  

編 集 デ ス ク よ り
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